
第  １  ４  ９ 期  貸  借  対  照  表
（ 2023年 3月31日現在）

須 賀 工 業 株 式 会 社
資      産      の      部 負  債  及  び  純  資  産  の  部

科               目 金         額 科               目 金         額
千円 千円

流  動  資  産 29,107,219 流  動  負  債 17,543,139
現 金 及 び 預 金 6,981,140 支 払 手 形 107,084
受 取 手 形 1,168,326 工 事 未 払 金 5,958,212
電 子 記 録 債 権 2,662,537 短 期 借 入 金 4,645,000
完 成 工 事 未 収 入 金 8,546,202 未 払 金 3,279,583
契 約 資 産 8,884,610 未 払 法 人 税 等 532,760
有 価 証 券 300,000 未 払 消 費 税 等 717,305
未 成 工 事 支 出 金 167,907 未 払 費 用 886,263
材 料 貯 蔵 品 20,028 契 約 負 債 622,836
前 払 費 用 15,639 預 り 金 175,576
未 収 入 金 285,314 短 期 リ ー ス 債 務 45,415
立 替 金 5,288 完成工事補償引当金 431,101
そ の 他 流 動 資 産 72,386 そ の 他 流 動 負 債 142,000
貸 倒 引 当 金 △2,162

固  定  資  産 28,995,505 固  定  負  債 8,210,521
有 形 固 定 資 産 11,702,303 長 期 借 入 金 930,000

建 物 ･ 構 築 物 5,275,215 繰 延 税 金 負 債 1,342,983
機 械 ･ 運 搬 具 52,851 長 期 未 払 金 3,618,192
工 具 器 具 ･ 備 品 144,096 長 期 リ ー ス 債 務 75,784
土 地 6,124,717 退 職 給 付 引 当 金 580,942
リ ー ス 資 産 105,421 役員退職慰労引当金 227,100

無 形 固 定 資 産 171,253 再評価に係る繰延税金負債 1,076,679
投資その他の資産 17,121,948 そ の 他 固 定 負 債 358,839

投 資 有 価 証 券 15,213,228
関 係 会 社 株 式 155,768 負 債 合 計 25,753,660
長 期 貸 付 金 29,374
長 期 前 払 費 用 3,893
長 期 差 入 保 証 金 1,187,894 株　主　資　本 25,574,224
そ の 他 投 資 等 684,597 資　本　金 1,950,000
貸 倒 引 当 金 △152,808

資  本  剰  余  金 1,560,000
資 本 準 備 金 1,560,000

利　益　剰　余　金 22,064,224
利益準備金 487,500
その他利益剰余金 21,576,724
　買換資産積立金 504,189
　別 途 積 立 金 11,480,196
　繰越利益剰余金 9,592,338

評価・換算差額等 6,774,840
その他有価証券評価差額金 4,335,270
土地再評価差額金 2,439,569

純 資 産 合 計 32,349,064

  資     産     合     計 58,102,725 58,102,725負債・純資産合計



第  １  ４  ９ 期  損  益  計  算  書
自   2022年 4月  1日
至   2023年 3月31日

金                             額
千円 千円

売  上  高
完 成 工 事 高 42,030,444
不 動 産 賃 貸 収 入 480,148
兼 業 事 業 売 上 高 71,130 42,581,723

売 上 原 価
完 成 工 事 原 価 35,781,461
不 動 産 賃 貸 費 用 263,038
兼 業 事 業 売 上 原 価 65,499 36,109,998

売 上 総 利 益
完 成 工 事 総 利 益 6,248,982
不 動 産 賃 貸 益 217,110
兼 業 事 業 売 上 益 5,631 6,471,725

販売費及び一般管理費 4,959,112

営　業　利　益 1,512,612

営 業 外 収 益
受 取 利 息 配 当 金 334,517
生 命 保 険 金 49,036
そ の 他 営 業 外 収 益 129,315 512,868

営 業 外 費 用
支 払 利 息 55,153
匿 名 組 合 投 資 損 失 383,000
そ の 他 営 業 外 費 用 3,567 441,720

経　常　利　益 1,583,760

特　別　利　益
投 資 有 価 証 券 売 却 益 49,474
国 庫 補 助 金 145,198
そ の 他 特 別 利 益 15,700 210,372

特　別　損　失
固 定 資 産 売 却 損 7,068
固 定 資 産 除 却 損 1,662
そ の 他 特 別 損 失 10 8,740

税 引 前 当 期 純 利 益 1,785,392

法人税､住民税及び事業税 703,581
法 人 税 等 調 整 額 △ 34,367

当　期　純　利　益 1,116,177

科               目



自 ２０２２年　４月０１日

至 ２０２３年　３月３１日

重要な会計方針に関する注記

1 資産の評価基準および評価方法

（1） 有価証券は次の評価によっている。

①満期保有目的の債券 償却原価法

②子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法

③その他有価証券

　 市場価格のない株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法による）

　 市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

なお、匿名組合への出資持分については、組合規約に規定される決算報告日における最近の決算書を

基礎とし、匿名組合損失のうち当社に帰属する持分相当損失を「営業外費用」の匿名組合投資損失に

計上するとともに「長期未払金」に計上している。

（2） 棚卸資産は次の評価によっている。

①未成工事支出金 個別法による原価法

②材料貯蔵品 先入先出法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

2 固定資産の減価償却の方法

（1） 固定資産の減価償却方法は法人税法に規定する方法によっている。

①有形固定資産（ﾘｰｽ資産を除く） 定率法

　 ただし、1998年4月1日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）、並びに2016年4月1日以降に取得した建物附属設備及び構築物に

　 ついては定額法を採用している。

②無形固定資産（ﾘｰｽ資産を除く） 定額法

　 ただし、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（5年）に基づく定額法によっている。

③リース資産（所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産）

 　リース期間を耐用年数とし残存価額を零とする定額法

3 引当金の計上基準

（1） 貸倒引当金は売上債権、貸付金等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等については個別に

回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上している。

（2） 完成工事補償引当金は完成工事の瑕疵担保等の費用に備えるため、過去の実績等を勘案して見積った額を計上している。

（3） 工事損失引当金は、受注工事の将来の損失に備えるため、期末手持工事のうち損失の発生の可能性が高く、かつ、その損失額を合理的に見積る

ことができる工事について、損失見込額を計上している。

（4） 退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上している。過去

勤務債務については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により費用処理しており、数理計算上の

差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法にて翌年度から費用処理している。

（5） 役員退職慰労引当金は、役員の退職慰労金の支払に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上している。

4 収益及び費用の計上基準

請負工事に係る収益認識に関して、一定の期間にわたり充足される履行義務は、期間がごく短い工事を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、

当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識している。なお、一時点で充足される履行義務は、工事完了時に収益を認識することとしている。

5 その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

（1） 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に準じた会計処理を採用している。なお、重要性が乏しい少額リース資産等に

ついては、通常の賃貸借取引に準じた会計処理を採用している。

（2） 消費税の会計処理は税抜方式を採用している。

（3） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示している。

　個　　　　別　　　　注　　　　記　　　　表　　　　　



（4） 土地再評価法

　土地再評価に関する法律（1998年3月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行い、評価差額については、当該評価差額に係る税金

　相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上している。

再評価を行った年月日

同法律第3条第3項に定める再評価の方法

土地の再評価に関する法律施行令（1998年3月31日公布政令第119号）第2条第3号に定める当該事業用土地の課税台帳に登録されている価格に

合理的な調整を行って算出している。同法律第10条に定める再評価を行った事業用土地の当事業年度末における時価の合計額は、当該事業用土地

の再評価後の帳簿価額の合計額より2,302,584千円上回っている。

貸借対照表等に関する注記

1 有形固定資産の減価償却累計額 6,188,086　千円 

2 損失の発生が見込まれる工事契約に係わる未成工事支出金と工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示している。

3 関係会社に対する債権・債務

関係会社に対する短期金銭債権 　1,666　千円 

関係会社に対する長期金銭債権 1,064,100　千円 

関係会社に対する短期金銭債務 3,160,883　千円 

関係会社に対する長期金銭債務 75,784　千円 

税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因は、有価証券評価差額金、土地再評価差額金、退職給付引当金損金算入超過額等の計上

によるものである。

１株当たり情報に関する注記

1 1株当たりの純資産額 1,658円92銭

2 1株当たりの当期純利益    57円23銭

2002年3月31日


